
（３） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、持続可能な未来を創るための行動の仕方を考え、身近な地域に自ら関わろうとする
態度を育てる。

小学校・中学校・地域との連携

小学校

高島小･･･交流学習（自然体験学習）

中学校
五中校区･･･虹ノ松原清掃（PTA主催）

指導体制 学習評価
○

○

○

生活科との連携を図り、指導の継続性
をもつ。
全職員で地域での活動ができやすいサ
ポート体制を組織する。
授業研（全校研・G研）を『設定し、授業
力向上を図る。

○

○
○

○

ポートフォリオを活用した評価の充実を
図る。
個人内評価を重視する。
成果物、板書記録により、指導の評価、
改善を図る。
活動実践部を中心に、目指す資質能力
と授業の実際との確認をし、単元計画の
見直しを行いながら薄sめる。

学ぶ意欲と傾聴する力の向上
探究的な学びの素地づくり
協働的な学習場面の設定
分かる授業、活気のある授業の展開
知識及び技能の確実な習得と活用 教

科
横
断
的
な
学
び

各
教
科
等
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方

道
徳

○
○
道徳科の時間を要として、思いやる心を育む
様々な事象を道徳的価値の理解を基に、自己との関わり
で多面的・多角的に捉え、自己の生き方について考える

特
別
活
動

○

○
○

集団活動に自主的・実践的に取り組み、互いのよさや可
能性を発揮しながら、集団や自己の生活上の課題を解決
する力
合意形成や意思決定できる力
役割を分担し、協力して実践する力

○

○

○

地域の実態、児童の実態を踏まえ、探
究課題を設定する。
地域の人、もの、ことを生かした学習活
動を行う。
学習成果を表現する場を設定する。

○

○
○
○

○

○

児童の課題意識を連続、発展させる支
援と工夫を行う。
個に応じた指導の工夫を行う。
体験活動を重視する。
各教科等との関連を重視した指導を行
う。
言語により整理分析したり、まとめ表現
したりする学習を重視する。
協働的な学習を充実させるため、思考
ツールやICT機器を積極的に活用する。

各
教
科

○
○
○
○
○

学習活動 指導方法 各教科等との連携

他者理解 自分と違う意見や考えのよさを見つけている。 異なる意見や他者の考えを受け入れながら、探究活動に取り組んでいる。

社会参画 自分と地域とのつながりに気付き、地域の活動に参加しようとしている。 探究活動を通して、自分と実生活・実社会の問題の解決に取り組もうとしている。

学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等

主体性 課題の解決に向け、目的意識をもって意欲的に取り組んでいる。 課題意識をもって、自分なりの方法を工夫しながら探究活動に取り組んでいる。

協動性 課題解決に向けて、身近な人と力を合わせて探究活動に取り組んでいる。
課題解決に向けて他者と協働して探究活動に取り組み、その大切さに気付いてい
る。

自己理解 自分のよさや成長に気付いている。 自分の特徴や良さを理解し、自己有用感をもっている。

学校の特性や地域の人々等の思いを踏まえて課題を設定し、解決方法や手順を
考え、見通しをもって追及している。

情報の収集 教師の支援により、手段を選択し情報を収集している。 目的に応じて自分で手段を選択し、必要な情報を収集している。

整理・分析 課題解決に向けて、観点に合わせて情報を整理している。
課題解決に向けて、目的に沿って集めた情報を整理したり、多面的に考察したり
している。

総合的な学習の時間を充実させるための取組

基本的な内容・方針 連携

探究課題

学年 ３年 ４年 ５年 ６年

東の浜と虹の松原を守り、生かす　　★（低）東の浜と虹の松原に親しむ

探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力

知識及び技能

地域の自然の素晴らしさやそれを守る
人々の工夫が分かる。

地域の環境の現状や環境を保全する人々の工夫
や努力が分かる。
○虹ノ松原の環境保全に関わるAさんたちが、そ
の魅力を発信する活動を継続していること
○虹ノ松原や東の浜には、多様な生物がその環
境と関わって生きていること（相互性）
○虹ノ松原の環境を守るためには、自分達を含
め、多くの人の行動の継続が必要であること
などが分かる。

地域環境の価値やその継承に力を注ぐ人々
の思いが分かる。
○海の環境保全に関わるBさんたちが、その
魅力を発信する活動を継続していること
○海で漁をする人、環境保全に取り組む人
といった様々な立場の人が存在すること（多
様性）
○海の環境は、様々な要因で常に変化する
可能性があり、一定ではないこと（有限性）
などが分かる。

地域の未来像と自分達の生活・行動の
かかわりが分かる。

情報を比較・分類するなど、探究の過程に応じた技能を身に付けている。 情報を比較・分類・関連付けるなど、探究の過程に応じた技能を身に付けている。

思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力

課題の設定

まとめ・表現 相手や目的に応じて、分かりやすく表現している。 相手意識や目的意識をもって表現方法を選択し、工夫して表現している。

振り返り 学習したことをふり返り、生活に生かそうとしている。 学習の仕方をふり返り、学習や生活に生かそうとしている。

学校の特性や地域との関わりを通して関心のある課題を作り、解決方法を考えて
追及している。

令和４年度（２０２２年度）　唐津市立東唐津小学校　総合的な学習の時間　全体計画　R4.8月現在

学校教育目標児童の実態 保護者の願い
○
○
○

学年の垣根を越えて、仲が良い。
落ち着きのある児童が多い。
指示されたことに対して一生懸命取り組む。反面、
創造性に課題が見られる。

○
○
○
○

思いやりがあり、みんなと仲良くできる子どもの育
成
よく考える賢い子どもの育成
挨拶ができ、礼儀正しい子どもの育成
健康で、元気な子どもの育成

海に関わる環境問題を調査し、発信する

（２）

総合的な学習の時間の目標

　探究的な見方・考え方を働かせ、自分の生活や身近な地域に関わる総合的な学習をとして、目的や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることがで
きるようにするために、以下の資質・能力を育成する。

（１） 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けるとともに、地域の特徴やよさに気付き、それらが人々の努力や工夫によって支えられ
ていることに気付く。

地域の実態 地域の願い
○
○
○

開校１４０年以上の歴史がある。
保護者や地域とのつながりが強い。
地域からの期待が大きい。

○
○
○

地域への積極的なかかわりをもつ子どもの育成
地域や歴史を大切にし、誇りをもてる子どもの育成
地域・社会に貢献しようとする子どもの育成

地域環境の中から問いを見出し、その解決に向けて仮説を立てたり、調べて得た情報を基に考えたりする力を身に付けるとともに、考えたことを、根拠を明らかにして
まとめ、表現する力を身に付ける。

　
　　　　　みんなと確かに伸びる子どもの育成

　○ひびき合うあいさつ　　　○がんばる勉強・読書
　○しっかり仕事　　　　　　　○コミュニケーション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができる東っ子

テーマ 主体的・協働的に学び、持続可能な未来を創る子ども　～SDGｓの視点で東唐津の環境を見つめて～



地域
関係機関

☆連携　例
・KANNE　・唐津南高　・ベースキャンプエビス（田淵さん）　・
地元網元さん　・プレシャスプラスチック唐津

○

○

○

生活科との連携を図り、指導の継続性
をもつ。
全職員で地域での活動ができやすいサ
ポート体制を組織する。
授業研（全校研・G研）を『設定し、授業
力向上を図る。

○

○
○

○

ポートフォリオを活用した評価の充実を
図る。
個人内評価を重視する。
成果物、板書記録により、指導の評価、
改善を図る。
活動実践部を中心に、目指す資質能力
と授業の実際との確認をし、単元計画の
見直しを行いながら薄sめる。


